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季節内変動お よび年 々 変動成分か らみた遠隔伝播パ タ ー ン の

　　励起 ・伝播 プ ロ セ ス の 特性 と日本の 夏季天候へ の 影響
★
小笠原拓也 （富山大 ・理工学研究科）・川村隆一 （富山大 ・理）

1．は じめ に

　 日本あ る い は そ の 周辺 で の 暑夏 ・冷夏の原 因 と して は，従

来まで は北太平洋 （小笠原〉高気圧，チ ベ ッ ト高気圧 ，オ ホ

ー
ツ ク海高気圧 の 作用中心の 動向で 説明されて きたが，作用

中心 が能動的に 振舞 っ て い るわけで は なく，む しろこ れ らの

高気 圧 シ ス テ ム の
一
部が 強 まっ た り弱 まっ た りす る 可能 性 が

考え られ る．そ の 原 因 と して ，テ レ コ ネク シ ョ ン の 概念を適

用させ る と，Pa 〔tific−Japan（PJ）パ タ
ー

ン ，　 West　Asia−Japan

〔WJ ）パ ターン ，　 Europe・Japan （EJ）パ ター
ン の 少 な くと も3

つ が 挙げ られ る（W 誼 abayashi 　and 　Kawamura 　2004 他）．

　 本研 究の 日的は、日本の 夏季の 天 候 に顕著に影響 を与 える

と考え られ る WJ とPJ に 特 に 注 目をして，季節内変動成分

お よび 年々 変動成分の 励起
・
伝播 プ ロ セ ス の 樹 生と日本の 夏

季天 候への 影響が どの 程度で あ るの か を調べ る こ とで あ る．

2．使用デー
タ と解析手法

　 ヨ
ー

ロ ッ パ 中期予報セ ン ター
（ECMWF ）の 全球再解析デ

ータ ERA −40 よ り，1958 年か ら 2001 年の 夏季 （6 〜8 月）の

日平 均データを用 い た．解析 を行 うに あた り，wakabayashi

and 　Kawamura （2004）の 定義に 基づ い て，　 WJ と PJ の 指 数

を算 出 した，まず，3 日荷重移 動 平均 を かけた後，31 日移 動

平均 をか け，そ の 気候 値 を 引い た もの を長 周期 成 分 （便 宜上 ，

年 々 変動 成分 と呼 ぶ） とした，短周 期成分 （便宜上，季節内

変 動成分 と呼ぶ ）は，3 日荷 重移 動平 均値 と 31 日移 動 平均値

の 差を と っ た もの と した ．規格化 した季 節内変動成分に つ い

て は ＋ 1．5 σ 以上 の ，年 々 変 動成 分 につ い て は 十 1．O σ 以 上 の

イ ベ ン トピ
ー

ク 日を抽出 して，典型的なパ タ
ー

ン を得るた め

に コ ン ポ ジ ッ ト解析 を行 い ，時間 発展 に 伴 う各パ タ
ー

ン の 変

動 を調 べ た．

　 また，WJ と PJ の 複合効果 を調 べ るた め に，統 計的 り断

の な い 北 日本 の 気 象官 署 5 地 点 （網走，根室，寿都，石巻

山形） の 地上気 温 デ
ー

タを気象 庁電 子 閲覧室 よ り使用 した．

噬

　 群速度 と波活動度 フ ラ ッ ク ス の 計算か らは，WJ ，　 PJ とも

定常 ロ ス ビ
ー
波の 伝播 と解釈 で きる．しか し，太平 洋上 では共

に川頁圧 構造を示 す もの の ，WJ の 卓越領域 は 対 流 圏 上 層

（200hPa）の 中緯度 ア ジア ジ ェ ッ ト域 〔図 1＞，　 PJ の 卓越領域

は対 流 圏 下層 （850hPa ） の 熱帯西 部太 平洋 （図 2 ） と異 な っ て

い て，群速 度も互 い に 異 な る、

　 また，PJ は 季節 内変動 ・年 々 変動成分共 に 西部北太平洋 モ

ン ス
ー

ン と関連す る積雲対流加 熱 が励 起源 で あ る と考え られ

る．季節 内変 動 で は，8 月 に他の 月 よ り もフ ィ リピン付 近 の 熱

源 域に 台 風 が 存在す る 割合 が 高 く、個 々 の 台風 の 潜 熱解放 に 伴

い ，fLFJ王成 分が生 じて お り，台風 が PJ の 励起源 に な っ て い る

こ とが 示 唆され た，WJ で は，年々 変動 で はイ ン ドモ ン ス
ー

ン

熱源 が有意に 関与す る こ とが降水 量 パ ターン か ら得 られ て い

るが，季節内変動に つ い て は，モ ン ス
ー

ン 熱源 との 関連は不

明瞭で あ り，励 起源 は 西ア ジア よ りも西 方に ある場合が 多い

と思われ る，

　 また，年々 変動で は WJ は西 日本中心，　PJ は北 日本 中心 の

夏季気 温 に 大 きな影 響 を与 えて い る こ と が 見 出 され た，季 節

内変動に お ける WJ と PJ の 複合効果 と して，北 日本中心 に

東 西方 向に 拡が る強い 勢力め高気圧 性循 環 が生 じて い る．従

来の 作用中心 の 観 県か らは，チ ベ
ッ ト高気圧 の 東方への 張 り

出 しと北太 平洋高気圧 の 西 方へ の 張 り出 しに対応 す る，そ の

結果 と して 北 日本中心 に 夏季気温 が ピ
ー

ク時の 4 日前か ら ピ

ー
ク 時の lag（＋ 1）まで の 問に約 2．1℃ の 上昇がみ られ，　 WJ あ

る い は PJ 中独 の 場 合 よ りも気温 上昇が 顕著で あ っ た、

4．おわ りに

　本研究の 結果に 基づ き、各テ レ コ ネク シ ョ ン が 2004年 暑

夏で は どの よ うに 推移 したの か、過去 の 暑夏と較べ て特異 と

言 える の か ど うか，に つ い て も報告する。依然 と して ，時間

ス ケール の 異 なる WJ の 励 起源の 問題や，複数の テ レ コ ネ ク

シ ョ ン の 複合効果の 問題 につ い て は まだ十分明 らかで は ない ．

各 テ レ コ ネ ク シ ョ ン パ タ
ー

ン の 予 測 可能 性 の 問題 も含 め て ，

モ デル 実験 との 併用 に よ り，口本周 辺 の 暑 夏 ・冷 夏に つ い て

よ り言及 で き るよ うになるだ ろ う，
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図 1 ： 季節内変 動成 分（7 丿．1）の 1ag（0）に お け る，　 WJ の 伝播 パ

ターン ．200hPa 面高度合成偏差 ［gpm ］（等値線 ）と降水量合成

偏差 ［mm ／da郵膿 影），
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図 2 ： 季節内 変動成 分（7 月）の lag（0）に お け る，　 PJ の 伝播 パ

ターン ．85DhPa面高度合成偏差 ［gpm ］（等値線 ）と降水 量合成

偏差 ［rnm ／day］　cntr影）．
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